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第 31回農薬残留分析研究会

日時　平成 20年 ll月 25 日 （火）・26 日 （水）

場所 ： フ ェ ニ ッ クス ・シ
ー

ガイア ・リゾー
ト

　　　 ワール ドコ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ
ー

主催　日本農薬学会　農薬残留分析研究会

　第 31 回農薬残留分析研究会は，宮崎県フ ェ ニ ッ クス
・

シ
ーガ イ ア ・リゾートで 開催 された．本研究会 は例年 10月

に開催 され る こ とが多か っ た が，温暖地 で ある宮崎県で の

開催 の た め，現地事務局の 計 らい で ，好天の 続 く ll 月下旬

の 開催とな っ た．会期の 前後に は ダ ン ロ ッ プ フ ェ ニ
ッ クス

ゴル フ トーナ メ ン ト （11120〜23）や レディ
ー

ス ゴル フ リコ
ー

カ ッ プ （11127〜30） が 開催 さ れ，プ ロ 野球 や サ ッ カーJ

リ
ー

グの 秋季キ ャ ン パ ス 等も行われて い て，ス ポー
ツ に も

観光 に も絶好 の 季節 で あ っ た，

　会場の ワ ール ドコ ン ベ ン シ ョ ン セ ン ターは，シ ン ポ ジ ウ

ム や 口頭発表 の 主会場，ポ ス タ
ー

発表 と企業展示の 会場，

懇親会会場は 同じフ ロ ア に並び，各会場間 に は幅約 4m の

遮音を兼ね た ス ペ ース が 設 け られ て い る とい う国際会議並

み の 施設で あ っ た．ま た，参加者の大部分が宿泊した シ ェ

ラ トン ・グラ ン デ ・オー
シ ャ ン リゾートは メ イ ン 会場に 隣

接 して おり，全室が海 に面 して い て，夜 に は窓か ら漁火 の

きらめきを見 るこ とが出来 きた．

　 ポス タ
ー
発表 ・企業展示会場 で は左右 の 壁面 に 大型 の 衝

立型 パ ネル を置き，中央 に は テーブル とい すが配置され，

奥に は宮崎県経済連差し入れ の ジ ュ
ー

ス や お茶が自由に飲

め る よ う に な っ て お り，非常に豪華で ゆ っ た り して い た．

幹事会で 会場 の 下見を した と き に は，約 300 名の 予約で あ

る た め い さ さ か誇ら しい 気持ち を秘 め て 会場側 と接して い

たが，会場側 か ら 「つ い 先 日 3000名を超え る会議が こ の 場

所で 行われた」 との 話を聞かされ，鼻柱を折られ た感 じで

あ っ た．

　今回の メ イ ン テ ーマ は ， ネ ガ テ ィ ブ情報で も歓迎す る こ

の 研究会の 初心 に戻り，「難分析試料 ・農薬に対す る分析例

や 新 しい 測 定技術」 と した．久 々 の 九州地 区で の 開催 で あ

る こ とや，会場が 比較的高価な フ ェ ニ ッ クス ・シーガ イア ・

リゾー
トで ある事などから，参加者数や発表 ・展示 の 応募

数が か な り気 が か りで あ っ た．しか し，懇親会 に 県知事 の

ご出席を頂ける との 情報もあ っ て か ， 参加者数は 幹事 。ス

タ ッ フ 込 で約 260 名超，一
般発表 8 題，ポス タ

ー
発表 21

題 ， 企業展示 20社 と目標 の 300名 に は届かなか っ た もの の

大盛況で あ っ た．

主な内容 （詳細は講演要旨集参照）

シ ン ポ ジ ウム

亘 OECD における残留農薬に関する最新情報 （農林水産省

堀部敦子氏）

　OECD の 農薬作業部会の 進捗状況や今後の 予定 に つ い て

詳細に解説され た．

　OECD の 議論 は
“
Harmonization

”
を Key　Word と して，農

薬登録 そ の もの に つ い て 世界的な 調和を広く進め る こ と に

より，  生産者 に と っ て もよ り安全な農薬を使用す る機会

が 拡大 し，   輸出入を行 う場合の 貿易障壁を軽減 で き， 

こ れまで実績を有す る国の 制度を世界的に展開す る事が可

能とな る として い る．

　 テ ス トガ イ ドライ ン とガ イダン ス ドキ ュ メ ン トで は Phase

2 まで が 終了 し，現在 Phase　3 が進行中で ある．　 Phase　1で

は作物や 家畜で の 代謝試験 の 項 目や 試験方法，Phase　2 で は

保存食品中の 残留農薬 の 安定性，加工食品の 残留農薬の 規

模や高温加水分解， 残留農薬分析法 の ガイ ドラ イ ン の 策定

な どが終了 して い る．Phase　3 で は，　 MRL 設定 に 対 す る調

査，経皮吸収 に 関する ガ イ ダ ン ス ノートの 作成，遅発性神

経毒性試験等の 作業が進め られ て い る．登録 と ワ
ーク シ ェ

ア リン グ で は，ワ
ーク シ ェ ア リ ン グ の 潜在的価値 の 評価，

制約要件 の 解決，ジ ョ イ ン トレ ビュ
ー
実施及び実行上の 問

題点 の 解決や 規格と実施 につ い て の 議論 が進 め られて い る．

我が国も，
こ れまで以上 に積極的な参加が求め られ ，

い か

に科学的かつ 戦略的な対応が出来るか が 鍵 で ある，Attend

で はな く Paエticipateが必 要 で あ る．

II　作物残留性試験 の GLP 化
一

海外 の 制度を参考 に 日本で

実施する試験 の 対策を考える一 （バ イ エ ル ク ロ ッ プサ イ エ

ン ス株式会社　星野敏明氏）

　平成
』
20 年 3 月 31 日付けで農林水産省園芸局長通知 「農
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薬 の 登録申請 に 係わる試験成績 に つ い て 」 が改正 され，作

物残留性試験へ の GLP 制度 の 導入 と試験実施機関 の 民間開

放が示された．そ の 結果，従来要求 されて い た，公的と私

的の 2 つ の 機関で の 作物残留分析試験を 1 ヶ 所の GLP 分析

機関に よ る成績の み で よ くな っ た，そ して ， 猶予期間終了

後の平成23 年 4 月 1 日か らは全て の作物残留性試験は GLP

下で 実施しな けれ ばな らな くな っ た．

　圃場 で の 試料調製 の GLP と，残留分析試験 の GLP 及 び

そ の 両者をつ なぐシ ス テ ム へ の 課題等 々 につ い て，OECD

の GLP 制度 や海外施設 に お け る作物残留農薬試験 の GLP

実施手法等を約 60枚に及ぶ パ ワ
ーポイ ン ト画像を示して ，

わ が国へ の 導入 の 課題 や解決の た め の 手法 に つ い て 解説さ

れ た．

特別講演

安全 。安心 とみ や ざきブラ ン ド （宮崎県農政企画課　郡司

行敏氏）

　宮崎県産農産物が消費者 の 信頼を勝ち取 るた め に 「い の

ち の 恵み に感謝す る県， み や ざき」 を コ ン セ プ トに 「特徴

あ る商品づ くり」，「信頼され る産地づ くり」，「安定的な取

引づ くり」 を 3 本柱 に 宮崎の 農業に たず さわ る人 々 が
一

体

に な っ て 取り組み 「情熱み や ざ き産地取 り組 み宣言」を全

国に 発信す る に い た る経過を美 しい 画像 と と もに説明 さ れ

た．

一般講演 （口頭発表 8 件）

0−1 計量 ト レーサ ビ リテ ィ
ーの 確保 さ れた残留農薬試験

用標準物質の 開発

井原俊英，齋藤　剛，前 田恒昭 （産総研），山田 裕子，中

尾慎治 （和光純薬）

0−2　微分分光光度法 に よる土壌中の パ ラ コ
ー

トの 測定

石井康夫，権田 重雄，川 田文子，中村直紀，穂坂尚美 （植

調研）

0−3　農作物及び畜水産物の ダ ミノ ジッ ド分析法 の 検討

鳥海栄輔，岩 田　仁，水越
一
史，北原由美，藪崎　隆，中

村宗知 （食品分析セ ン ター）

0 −4Lcrl ／OF・MS 及 び精密質量 デー
タベ ー

ス を用 い た食品

中残留農薬の 包括的分析法

滝埜昌彦，澤 田裕和 （ア ジ レ ン ト）

0−5LCITOF −MS を活用 した 難判定農薬の 同定

壱岐真記子 （IA 宮崎）， 安藤　孝 （宮崎総農試），細田晴

夫 （ブル カー）

0−6　畜水産 物中残留農薬 を 対象 と した一
斉試験法の 検証

一
ア セ トニ ト リル ・n一ヘ キ サ ン抽出法 の 適用性

一

藤田眞弘，長田拓也，浜野浩子，矢島智成，大山和俊，飯

島和昭 ， 小田中芳次 ， 佐藤　清， 加藤保博 （残農研）

0−7　収率ア ッ プの ための 残留農薬分析手法　〜粉砕1固相
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抽出 （SPE）／濃縮の 適正 化〜

岩本寛司 （日本ビ ュ ッ ヒ ）， Gerhart　Schoeneberger（BUCHI

Labortechnik　AG ）

0−8EU に おける作物残留試験 に 係わる 残留分析法 バ リ

デーシ ョ ン と保存安定性試験の 実態

長澤直子 ， 門岡織江 ， 片木敏行 （住友化学）

ポス タ
ーセ ッ シ ョ ン （20件）

P−1 「茶中の 農薬残留 に関する実態調査」　鳥蘭参丹，大

村聖子，福原美代子

P−2　「LCIMS を用い た飼料中の ア セ トキ シ ジム 残留分析法

の 検討」 小沼千夏，鈴木由香，小川麻由美，水越
一

史，

藪崎　隆，中村宗知

P−3 「LCIMS を用 い た ジク ワ ッ ト・パ ラ コ
ー

トの 作物残留

分析法」　岩谷雅美，加藤登美雄，長谷川 　宏

P−4　「マ イ ク ロ 波溶媒抽出装置を用 い た ジ チ オ カル バ メー

ト系農薬簡易分析法」　豊島貴弘，木戸亮子，遠藤雄
一
，

新津和明，竹 田秀
一

P−5　「難分析法か ら簡易法 へ の 取 り組み〜ピク ロ ラ ク タ ム

お よ び フ ル オ ル イ ミ ド〜」手銭良太郎，中村章子，前原 由

紀江，村本憲司，大坪茂樹，西澤秀男

P−6　「山形県 に おける特殊作物の 農薬残留分析　一ア ケ ビ

におけるジ ノ テ フ ラ ン の 分析
一

」　岡本真理

P−7　「加工 食品中の 残留農薬分析」　起橋雅浩，北川陽子，

高取　聡， 岡本　葉， 福井直樹， 村田　弘，住本健夫，尾

花裕孝

P−8　「振 とう塩析抽出法及び超音波抽出法 に よる多成分
一

斉分析」　吉 田達雄，村川　弘，福島孝兵，吉元秀和，飛

野敏明

P−9 「QuEChERS法を用 い た農薬類の一斉分析」 佐藤信

武，江崎達哉，佐 々 木俊哉

P−10　「カ ラ ム 用 シ リカ ゲ ル の 前 処理 効 果」　島村裕二，渡

邊沙紀， 中村麻子，村山由香，柴田吉有，小林裕子

P−ll 「高極性有機リ ン系農薬の 前処理中の 挙動」　山下和

之，岩崎貴幸，大川　真

P−12　「PTV−GC −MS を用 い た マ トリッ クス 標準溶液自動調

整法 に よ る定量性改善
一

〇．Olm91kg 添加牛乳試料 で の 標準

溶液調製法及び注入条件の 検討一
」　矢島智成，飯島和昭，

坂真智子，小田中芳次，佐藤　清，加藤保博

P＿13　「残留農薬多成分
一

斉分析 に おけるイ ン ハ ウ ス メ ソ ッ

ドの 妥当性確認」　坂 口将進，松 田　隆，伊藤耕三，田 形

肇

P−14　rLCIMSIMS ラ イ ブ ラ リを用い た 野菜中の 既知農薬自

動 ス ク リ
ー

ニ ン グ法の 開発」　齋藤香織，山岸陽子 ， 金子み

ち子

P−15　rGCtMSを用 い た食品中残留農薬に おける検量線 に

関す る検討」　佐々 野僚一，谷澤春奈

N 工工
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P−16　「PTv 注入 と Analyte　Protectantsを用 い た QuEChERS
法 バ ッ チ精製試料 の GCIMStMS 測定の 検討」 永井雄太郎，

窪田 尚正，前 田洋子，松井啓江，村 田知美

P−17 「5％ フ ェ ニ ル 相当キ ャ ピラ リ
ー

カラ ム で の 農薬成分

の 分離挙動 そ の 1」　柴本繁明，岡本嘉之，長井祐美

P−18 「5％ フ ェ ニ ル 相当キ ャ ピ ラ リーカ ラ ム で の 農薬成分

の分離挙動そ の 2」　岡本嘉之，柴本繁明，長井祐美

P−19 「酵素阻害作用 を利用 した有機 リ ン系，カルバ メート

系殺虫剤 の 簡易検査法 の 評価」　北村暢夫，赤塚晃
一郎

P−20　「農薬簡易検査 キ ッ ト 『ア グリケム TM
』 の 開発」　田

澤英克，江端智彦，宮 田直紀，高寺貴秀

P−21 「ペ ッ トフ
ードおよび食品の メ ラ ミン 分析法」　高柳

雅治，佐藤信武，江端達哉

企業展示 （五十音順）

　（株） ア イ ス テ ィ
ーサ イ エ ン ス，ア ジ レ ン ト ・テ ク ノ ロ

ジー
（株），ア プ ラ イ ドバ イオ シ ス テ ム ズ ジ ャ パ ン （株），

エ ア ・ブ ラ ウ ン （株），（財）化学物質評価研究機構，ゲス

テ ル （株），サーモ フ ィ ッ シ ャ
ーサ イ エ ン テ ィ フ ィ ッ ク

（株）， ジーエ ル サ イ エ ンス （株）， シ グマ アル ドリ ッ チ ジ ャ

パ ン （株），（株）島津製作所，ジ ャ ス コ イ ン タナ シ ョ ナ ル

（株），日本ウオーターズ （株），日本ビ ュ ッ ヒ （株），日本

分光 （株），林純薬工 業 （株），バ リア ン テ ク ノ ロ ジーズ

ジ ャパ ン Ltd，ブル カー・ダル トニ クス （株），マ イ クロ 化

学技研 （株），（株） レ ッ チ ェ
， 和光純薬工 業 （株）

エ キ ス カーシ ョ ン

・宮崎県農業総合試験場

　創設は 1899 （明治 32）年，現在の 場所に 1966 （昭和

4D 年 に 移転 し，総面積 は約 65　ha との こ とで あ っ た．特産

品の ピー
マ ン，焼酎原料用甘藷，日向夏，マ ン ゴ ー，白

ゴーヤ，菊 ・ス イ トピー
等 の 花卉等，温暖な気候を生か し

た 宮崎の 農産物の 競争力向上 の た め の 各種戦略的取 り組み

が見 られた．

　残留農薬分析施設 で は，『宮崎方式』として 有名な超臨

界抽出装置や ， LCITOF −MS ，　 GCtMSIMS ，　 LCIMSIMS 等が

並 べ られ ， 前処理 室で は実験台の 下 に排気 口 を設けるな ど

の 工夫が な され，研究員 の 健康管理 に も配慮がなされて い

た．

は メ ロ ン 。キ ュ ウ リ ・トマ ト等を栽培 して い た．こ こで は ，

温暖な 土地柄を生 か して 露地栽培の み な らず施設園芸作物

に も力 を入 れ て い る様子 が伺 わ れ た，

　作物残留試験用 の 試料調製で 特に 注意して い る点は，ド

リフ トに よ る コ ン タ ミネ
ー

シ ョ ン の 回避 で あり，風上 側 に

無処理区や低濃度区を設け， 無処理区と処理区の 間 に は緩

衝区を挿入す るな どの 注意を払 っ て い る との こ とで あっ た．

・宮崎県 ジ ェ イ エ イ食品開発研究所

　 こ の研究所は，宮崎県の農産品の価格の安定と販路の拡

大を目指 して，付加価値の 高 い 加工 食品の 開発を 推進 す る

た め に平成 6年 に県 と農業団体 に よ っ て 設立 された と の こ

と．広 く明るい 研究所 1 階 に は調理室 ・試食室 ・食品分析

室 ・開発研究室 ・試作室 ・作業室 が あ り， 2階に は 研修会

議室 ・図書室等が配置され て い た．こ こで開発された ，
ユ

ニ ークな商品に は 「あや む ら さき」 と言う甘藷や宮崎県特

産 の 柑橘 「日向夏」，ピー
マ ンな どを用 い た もの が あ り，「あ

や む らさ き」を発酵 させ て 作 っ た 『紅酢』，そ の色素成分を

抽出 した 『ア ン トシ ア ニ ン パ ワ
ー
』，「日向夏」 の 果汁と合

わせ た 飲料 『こ れおい も』等がある．また，赤 ・緑 ピー
マ

ン イタリア ン ドレ ッ シ ン グや，日向夏 と赤唐辛子と柚子を

ブ レ ン ドした ス パ イ ス 『日 向辛子』 等が あ る．どの 開発品

も見た 目もきれ い で美味しそ うで あ っ た．

・JA 宮崎経済連農畜産物総合検査セ ン タ
ー

　隣接す る ジェ イエ イ食品開発研究所に あ っ た残留農薬分

析部門を 移 し，残留農薬分 析 の ほ か に，土壌分析 ・ 診断，

栄養性 ・機能性成分分析，家畜診療所を統合 して 平成 20

年に完成した ば か りの 真新しい 施設 で あ っ た．沼 口 さ ん の

案内で 主 に 残留農薬分析部門を見学した．こ こ で は ， 総合

農 業試験場 と 同様 に 超臨界抽 出 した 試料 を GCtMS や

LCITOF −MS で検出する 『宮崎方式』を採用 して おり， 年間

で約 3000〜4000件の 分析を行 っ て い る との こ とで あ っ た．

宮崎県で 生産され る農産物に は ， 総合農業試験場や JA 宮

崎経済連農畜産物総合検査セ ン ター
で 分析可能な農薬を中

心 に防除暦を組み立て る事 に よ っ て，全て の 農産物 の 残留

農薬分析 が可能 に な り，管理下 に収められるように して い

る とい われた県農業総合試験場 の 安藤副部長の 言葉に納得

して この エ キ ス カーシ ョ ンを終了 した．

・日本植物防疫協会研 究所宮崎試験場

　宮崎県総合農業試験場に隣接して お り，石崎川 に 沿 っ た

林 の道を数分歩い た所で あ っ た．説明 に は場長自らが長靴

を履 い て 先頭 に 立 ち，案内 して くだ さ っ た．こ の 試験場 に

お い て は，主 に農薬登録 に係 わ る作物残留試験用 の 試料調

製を年間 70〜80件実施 して い る との こ とで ある．広大な圃

場 の
一

角 に は温室や ビニ
ー

ル ハ ウ ス が立 ち並 び
，

そ の 中で

最　　後　　に

　今回の 研究会 で は財団法人日本食品化学研究振興財団 の

助成お よ び地元 の 財団法人み や ざ き観光 コ ン ベ ン シ ョ ン 協

会 ， 宮崎県経済農業協同組合連合会， 社団法人宮崎県ジ ェ

イエ イ食品開発研究所，社団法人 日本植物防疫協会研究所

宮崎試験場 に は多大 な ご支援 ・ご協力 を頂 き，こ こ に 改め

て お礼を申し上げます．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　一方，開催幹事 と して の反省点 も多く，例え ば エ キ ス

カー
シ ョ ン で は 受付開始 と 同時 に バ ス 1台分の 定員を越 え

て しま っ た た め，2台 目を予約 した が，こ れもた ちまち満

席とな っ た．エ キスカ
ー

シ ョ ンへ の 参加をお断わりした方 々

に は大変申 し訳 な く思 っ て い る，ま た，各訪問先 に は約 25

名ずつ 4 回，同 じ説明を繰 り返 して い た だ くこ とに な り，

大変ご迷惑をおか け して し ま っ た．次回以降は こ の 様 な こ

と が起 こ らな い よ う心 が けた い ，

　 （開催幹事 ：安藤　孝，小林裕子，佐藤元昭，藪崎　隆）
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